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高橋和男教授の略歴および業績
1945年９月２日生まれ
学 歴    . .  . 東京都立桜水商業高等学校卒業    . .  . 上智大学経済学部経済学科入学    . .  . 同 卒業    . .  . 立教大学大学院経済学研究科経済学専攻修士課程入学    . .  . 同 修了    . .  . 立教大学大学院経済学研究科経済学専攻博士課程入学    . .  . 同 所定単位取得    . .  . 同 満期退学
学 位    . .  . 経済学修士 (立教大学)
職 歴    . .  . 小西六写真工業株式会社入社    . .  . 同 退社    . .  . 立教大学経済学部助手    . .  . 同 退職    . .  . 芝浦工業大学社会科学教室非常勤講師 (経済学担当) (～    . .  .まで)    . .  . 立教大学経済学部専任講師    . .  . 同 助教授    . .～    . . 米国ハーグリー博物館・図書館客員研究員 (長期在外研究)    . .  . 立教大学経済学部教授    . .  .～    . .  . 大学院経済学研究科経済学専攻・経営学専攻前期課程主任    . .  .～    . .  . 大学院経済学研究科経済学専攻前期課程・後期課程主任
   
                                                              
所 属 学 会
国内] 社会経済史学会 (    ～    年編集委員,     ～    年評議員), 経済学史学会, アメ
リカ経済史学会
国外] 経済史学会 (   ), ペンシルヴァニア歴史協会 (   )
高橋和男 著作リスト
共 著
１. 小林昇編 『資本主義世界の経済政策思想』 昭和堂, 担当：第８章 ヘンリー・ケアリーの
｢アソシエーション｣ 論,     年３月：   ‒   .
２. 老川慶喜他編 『経済史』 東京堂出版, 担当：第７章 戦間期の世界経済,     年２月：   
‒   .
３. 田中敏弘編著 『アメリカ人の経済思想―その歴史的展開』 日本経済評論社, 担当：第２
章 ケアリーにおける反古典派経済思想の形成,     年９月：  ‒  .
４. 岡田泰男・須藤功編 『アメリカ経済史の新潮流』 慶應義塾大学出版会, 担当：第４章 自
発的結社と株式会社 歴史的経路依存の視点から ,     年３月：  ‒   .
論文等
１. 中世ウェイルズにおける            の研究史的考察, 『立教経済学論叢』 第７号,    年９月：   ‒   .
２. 北部ウェイルズにおける封建的土地所有の形成, 『社会経済史学』 第  巻第１号,     年
６月：  ‒  .
３. 『デンビー所領調査簿』 におけるイーリーについて 北部ウェイルズにおける家族的土
地所有の解体過程の把握 , 『立教経済学研究』 第  巻第４号,     年１月：   ‒   .
４. 北部ウェイルズの ｢植民地化｣ とケルト的土地所有の変容, 『立教経済学研究』 第  巻第
４号,     年３月：   ‒   .
５. 南北戦争後のアメリカ工業の発展 一八七〇年センサス ｢工業統計｣ 分析 , 『立教
経済学研究』 第  巻第２号,     年  月：  ‒   .
６. Ｄ・Ａ・ウェルズの関税改革と ｢アメリカ体制｣ ｢アメリカニズム｣ と ｢アメリカの夢｣
の経済史的解釈 , 『立教経済学研究』 第  巻第１号,     年６月：   ‒   .
７. Ｈ・Ｃ・ケアリー研究序説 予備的考察・その１ , 『立教経済学研究』 第  巻第１
号,     年７月：  ‒  .
立教経済学研究 第  巻 第２号     年   
                                                              
８. ヘンリー・ケアリーの ｢コマース｣ 論, 『立教経済学研究』 第  巻第１号,     年７月：  ‒   .
９. ｢アメリカ体制｣ 派経済学の思想的特質の一考察 ヘンリー・ ・ケアリーの ｢個性｣
概念を中心に , 『立教経済学研究』 第  巻第３号,     年１月：   ‒   .  . 保護主義の二つの体系：リストとケアリー 『経済学の国民的体系』 アメリカ版 (英語
初訳) の検討を中心に , 『立教経済学研究』 第  巻第３号,     年１月：  ‒  .  . ヘンリー・ケアリーにおける政治と経済     年代の ｢中央集権化｣ 批判の文脈 ,
『立教経済学研究』 第  巻第１号,     年７月： ‒  .  . ヘンリー・ケアリーの ｢アソシエーショニズム｣ の歴史的意義 アメリカにおける高賃
金経済論の系譜 , 『立教経済学研究』 第  巻第１号,     年７月： ‒  .  . 明治前期の保護主義経済論とケアリー 大島貞益を中心に , 『立教経済学研究』 第  巻第１号,     年７月：  ‒  .  . アメリカ経済思想史における株式会社論 ヘンリー・ケアリーのアソシエーション論を
中心に , 『立教経済学研究』 第  巻第３号,     年１月：  ‒  .  . ヘンリー・ケアリーの初期信用思想 ジャクソン期の自由銀行論を中心に , 『立教
経済学研究』 第  巻第２号,     年  月：  ‒  .  . パッテンとアメリカナイゼーションの経済学 『繁栄の理論』 における ｢経済的権利｣
論を中心に , 『立教経済学研究』 第  巻第２号,     年  月： ‒  .  . ｢何のための豊かさ｣：パッテンとヴェブレン, 『立教経済学研究』 第  巻第２号,     年  月： ‒  .  . 研究ノート：地域開発・株式会社・共和主義   マジュウスキーの ｢市場発展｣ 論 ,
『アメリカ経済史研究』 創刊号,     年５月：  ‒  .  . アメリカ国民経済学の成立 レイモンド ｢経済学論｣ における反蓄積論 , 『立教経
済学研究』 第  巻第２号,     年  月： ‒  .  . アメリカ国民経済学と ｢レイモンド・リスト問題｣ (上), 『立教経済学研究』 第  巻第２
号,     年  月：  ‒  .  . アメリカ国民経済学と ｢レイモンド・リスト問題｣ (中), 『立教経済学研究』 第  巻第４
号,     年３月：  ‒   .  . アメリカ国民経済学と ｢レイモンド・リスト問題｣ (下), 『立教経済学研究』 第  巻第１
号,     年７月：   ‒   .
書評等




２. 書評 田島恵児著 『ハミルトン体制研究序説 建国初期アメリカ合衆国の経済史 』,
『立教経済学研究』 第  巻第４号,     年３月：   ‒   .
３. 書評 鈴木圭介編 『アメリカ経済史Ⅱ：    年代―    年代』, 『社会経済史学』 第  巻第
３号,     年９月：   ‒   .
４. 書評 ハミルトン著 『製造業に関する報告書』 田島・濱・松野尾訳, 『社会経済史学』 第  巻第１号,     年５月：   ‒   .
５. 書評 最もアメリカ的な経済論：藤原昭夫著 『フランシス・ウェーランドの社会経済思想』,
『未来』       , 未来社,     年４月号： ‒ .
６. 書評 岡田泰男著 『アメリカ経済史』, 三田学会雑誌  巻３号,     年  月：   ‒   .
７. 書評 折原卓美著 『  世紀アメリカの法と経済』, 『土地制度史學』 第   号,     年  月：  ‒  .
８. 書評 萩原伸次郎著 『アメリカ経済政策史』, 『社会経済史学』 第  巻第４号,     年  月：   ‒   .
９. 書評 辻内鏡人著 『現代アメリカの政治文化 多文化主義とポストコロニアリズムの交
錯 』 『社会経済史学』 第  巻第２号,     年７月：   ‒   .  . 書評 高哲男著 『現代アメリカ経済思想の起源 プラグマティズムと制度経済学 』,
『社会経済史学』 第  巻第４号,     年  月：   ‒   .
その他
１. 辞典項目 ｢ケアリー｣ ｢タグウェル｣ ｢パッテン｣, 経済学史学会編 『経済思想史辞典』 丸
善,     年.
２. 公開シンポジウム記録 ｢経済学部における歴史教育｣ (石原俊時, 馬場哲, 高橋和男, 服
部正治), 『立教経済学研究』 第  巻第２号,     年  月：   ‒   .
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